
事業名 担当課・室名

創造県おおいた推進事業 芸術文化スポーツ局芸術文化振興課 2 / 4

芸術文化ゾーン拠点創出事業 芸術文化スポーツ局芸術文化振興課 3 / 4

県立総合文化センター及び大分県立美術館管理運営事業 芸術文化スポーツ局芸術文化振興課 4 / 4

施策名：芸術文化ゾーンを核としたネットワークづくり
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A

（単位：千円）

コスト ２６年度（決算） ２７年度（決算） ２８年度(予算)

総コスト 51,957 69,871

事業費 44,957 62,871

（うち一般財源） 7,159 10,000

人件費 7,000 7,000

職員数（人） 0.70 0.70

２８年度 評価

1

4

２８年度 評価

20

事務事業評価調書
（事業実施年度：平成２７年度）

（評価実施年度：平成２８年度）

事業名 創造県おおいた推進事業 事業期間 平成 ２７ 年度～平成 年度
政策区分 芸術文化による創造県おおいたの推進

施策区分 芸術文化ゾーンを核としたネットワークづくり

芸術文化振興課長　佐藤 文博

［１．現状・課題、目的］

現状・課題
　創造的で活力あふれる地域社会を構築するためには、芸術文化の創造性を活用
することが期待されているが、手法等の普及啓発や地域人材が不足している。

事業の目的  手法等の普及啓発を進めるとともに、地域人材の育成を図る。

総合評価 継続・見直し 事業実施課（室）名 芸術文化スポーツ局芸術文化振興課 評価者

活動指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度

100.0%

［２．事業内容］

活動名及び活動内容 事業実施年度における効率化の取組状況

①創造都市シンポジウム開催事業
　文化庁、創造都市ネットワーク日本との共催により、政策セミナーを開催
②創造的地域力向上支援事業
　竹田市、佐伯市における取組に対する支援により人材を育成
③別府現代芸術フェスティバル「混浴温泉世界２０１５」
　別府市を中心とした現代アートによる芸術祭を開催

・国との共催による事業実施

最終達成
(　　年度)

今後の課題

シンポジウム・セミナー等の開催
件数（件）

目標値 1

a ・支援を行う対象地域の拡大
・平成30年度国民文化祭大分開催との連携

実績値

2
達成率

1
達成率 100.0%

［３．事業の成果］

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度
最終達成

(　　年度)

支援を実施した地域数（地域）
目標値 2
実績値

事業の成果

育成した地域人材の数（名）

　別府市、竹田市、佐伯市における取組実施により、芸術文化を活用した地域づく
りを行おうとする人材の育成ができた。
　混浴温泉世界２０１５の成果としては、参加者数107,561人、有料来場者による直
接経済波及効果　320,047千円、パブリシティ効果　359,216千円となっている。

実績値 8

達成率 100.0%

目標値 8

a

今後の事業方針

・芸術文化の創造性を地域振興や地域づくりに活用しようとする取組の推進・支援
・地域とアートをつなぐ人材の発掘・育成

［４．今後の方向性等］

今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続 廃止
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A

（単位：千円）

コスト ２６年度（決算） ２７年度（決算） ２８年度(予算)

総コスト 90,000 90,000

事業費 85,000 85,000

（うち一般財源）

人件費 5,000 5,000

職員数（人） 0.50 0.50

２８年度 評価

15

5

２８年度 評価

500,000

事務事業評価調書
（事業実施年度：平成２７年度）

（評価実施年度：平成２８年度）

事業名 芸術文化ゾーン拠点創出事業 事業期間 平成 ２７ 年度～平成 年度
政策区分 芸術文化による創造県おおいたの推進

施策区分 芸術文化ゾーンを核としたネットワークづくり

芸術文化振興課長　佐藤 文博

［１．現状・課題、目的］

現状・課題
　県立美術館が開館し、県立総合文化センターと合わせた芸術文化ゾーンの核が
完成。今後は、芸術文化ゾーンを中心として、芸術文化関係団体をはじめ、様々
な分野の団体と連携していく必要がある。

事業の目的
　県民に優れた芸術を享受できる機会、芸術文化と教育、産業、福祉・医療が連携した取組
を体験できる機会を提供する。

総合評価 継続・見直し 事業実施課（室）名 芸術文化スポーツ局芸術文化振興課 評価者

活動指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度

100.0%

［２．事業内容］

活動名及び活動内容 事業実施年度における効率化の取組状況

①（公財）大分県芸術文化振興財団に対する補助事業
　芸術文化振興財団が周辺商店街と連携して実施した「Tanavata Starlight Express」等のイベ
ントや、美術館で実施した「モダン百花繚乱」等の自主事業に対して補助金を交付

・総合文化センターと県立美術館の
一体的な管理により、植栽管理業務
を効率化

最終達成
(　　年度)

今後の課題

総合文化センターにおける自主事
業数（回）

目標値 15

a ・総合文化センターと県立美術館が連携したイベント等の開催など、両館による一
体的な取り組みの実施

実績値

5
達成率

15
達成率 100.0%

［３．事業の成果］

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度
最終達成

(　　年度)

美術館における企画展数（回）
目標値 5
実績値

事業の成果

県立美術館来館者数（人）

　企画展やコレクション展、各種イベント等を開催することにより、目標を達成す
ることができた。また、雑誌やテレビなど、様々なメディアに掲載されるなど、国
内外に情報発信を行うことができた。さらには、LCD賞や2015年度JIA日本建築大賞
を受賞した。

実績値 642,505

達成率 128.5%

目標値 500,000

a

今後の事業方針

・より魅力的な公演、企画展の開催を支援するとともに、芸術文化ゾーンを核とした様々な分野の団体等との連携を推進

［４．今後の方向性等］

今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続 廃止
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A

（単位：千円）

コスト ２６年度（決算） ２７年度（決算） ２８年度(予算)

総コスト 349,813 457,367 461,602

事業費 344,813 452,367 456,602

（うち一般財源） 140,813 194,747 202,602

人件費 5,000 5,000 5,000

職員数（人） 0.50 0.50 0.50

２８年度 評価

460

２８年度 評価

87.0

事務事業評価調書
（事業実施年度：平成２７年度）

（評価実施年度：平成２８年度）

事業名
県立総合文化センター及び大分県立
美術館管理運営事業

事業期間 平成 ２５ 年度～平成 ２９ 年度
政策区分 芸術文化による創造県おおいたの推進

施策区分 芸術文化ゾーンを核としたネットワークづくり

芸術文化振興課長　佐藤　文博

［１．現状・課題、目的］

現状・課題
　人々が潤いある心豊かな生活を実現し、創造的で活力あふれる地域社会を構築
するためには、芸術文化は不可欠であり、県内全域が多様な芸術文化で彩られる
ことが期待されている。

事業の目的 　県民の芸術文化の振興を図る。

総合評価 継続・見直し 事業実施課（室）名 芸術文化スポーツ局芸術文化振興課 評価者

活動指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度

［２．事業内容］

活動名及び活動内容 事業実施年度における効率化の取組状況

①県立総合文化センター及び県立美術館管理運営事業
　文化センター、美術館の施設及び設備の利用促進
　音楽・美術等芸術文化の鑑賞機会の提供
　委託先：（公財）芸術文化スポーツ振興財団
　

・総合文化センターと県立美術館の
一体的な管理により、植栽管理業務
を効率化

最終達成
(２９年度)

今後の課題

ホール利用件数（件）
目標値 460 460 460

a ・西日本有数の優良施設としての幅広い周知
・利用者の満足度を高めることでのリピーターの確保

実績値

達成率

440 439
達成率 95.7% 95.4%

［３．事業の成果］

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度
最終達成

(２９年度)

目標値
実績値

事業の成果

年間ホール利用率（％）
　文化の創造と享受の場を提供することにより、県民の多様な文化活動の促進が図
られた。実績値 84.3 85.6

達成率 96.9% 98.4%

目標値 87.0 87.0 87.0

a

今後の事業方針

・芸術性やオリジナリティの高い自主事業やホールと美術館が連動した企画事業の展開
・芸術文化ゾーンの中心拠点としてのネットワークづくりと新しい価値の創造

［４．今後の方向性等］

今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続 廃止
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